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本

光

生

澤

井

啓

一



3

埼
玉
工
大
研
究
紀
要

な
お
、
七
経
孟
子
考
文
序
（
巻
九
／
享
保
十
一
年
）
に
つ
い

一

ノ､ 一
、
今
回
は
次
の
四
点
を
取
上
げ
た
。

皇
和
通
歴
序
巻
九
／
享
保
十
年
・
一
七
二
五

南
郭
初
編
序
巻
九
／
享
保
十
年
・
一
七
二
五

贈
僧
正
即
如
尊
者
序
巻
十
一
／
享
保
十
一
年
．
一
七
二

贈
慧
寂
序
巻
十
一
年
代
不
明

1J
ノU

祖
侠
集
・
序
類
訳
注
槁
（
八
）

例

て
は
、
日
本
の
名
著
肥
『
荻
生
帆
侠
』
（
中
央
公
論
社
）
に
前
野

直
彬
氏
の
訳
文
が
、
ま
た
日
本
思
想
大
系
調
『
荻
生
沮
採
』
（
岩

波
書
店
）
に
西
田
太
一
郎
氏
の
訓
読
及
び
校
注
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
送
岡
仲
錫
徒
常
序
（
巻
十
一
／
享
保
十
二
年
）
に
つ
い

て
は
、
日
本
思
想
大
系
調
『
荻
生
仙
株
』
（
岩
波
書
店
）
に
西
田

太
一
郎
氏
の
訓
読
及
び
校
注
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
回
、
両
者
を
割
愛
し
た
。

澤 lill

井本

啓光

一生



！

皇
和
通
歴
序

諒
子
日
、
天
之
高
也
、
星
灰
之
速
也
、
荷
求
二
其
故
一
千
歳
之

（

１

）

（

２

）

（

３

）

日
至
、
坐
而
致
也
。
夫
學
者
莫
下
不
三
苦
思
焦
心
以
求
二
其
至
一
馬

（

４

）

者
上
已
。
筍
有
に
所
し
得
、
執
し
之
不
レ
化
、
以
概
二
一
切
《
亦
何
固

也
。
其
究
必
至
下
耀
二
己
所
腰
見
以
溌
告
故
。
然
故
者
昔
人
既
已

（

５

）

（

６

）

（

７

）

布
二
諸
方
策
如
何
可
レ
溌
也
。
彼
世
儒
自
レ
幼
習
訓
濱
程
・
朱
所
二

（

８

）

（

９

）

故
訓
《
日
熟
し
之
不
し
巳
、
以
爲
是
其
至
焉
者
。
然
昔
人
雌
し
聖

（

、

）

乎
、
烏
能
先
。
知
彼
所
咳
鰯
乎
。
故
守
二
宋
儒
》
者
、
不
し
能
下
横
二

股
・
未
以
前
善
一
以
遡
舎
之
。
是
其
所
二
自
壱
爲
咳
知
者
、
願
不
レ

愚
哉
。
亦
是
類
耳
。
亦
是
類
耳
。
予
所
レ
知
平
安
平
元
珠
、
乃

（

Ⅱ

）

異
二
於
是
ご
兀
珪
者
、
一
熱
之
士
也
。
善
し
雁
。
蓋
學
二
授
時
一
而

（

胆

）

粘
焉
者
、
然
亦
悪
固
也
。
器
取
二
史
所
レ
志
瀧
以
來
數
十
家
雁
《

（

蝿

）

（

Ｍ

）

椛
而
歩
し
之
、
其
於
レ
故
、
無
し
所
し
不
し
需
レ
心
焉
耳
突
。
宵
洲

削
一
一
授
時
一
而
有
二
統
天
↓
守
敬
之
所
レ
鰯
し
創
、
彼
先
得
し
之
。
肚

（

喝

）

（

略

）

之
執
し
一
者
、
獅
歸
二
美
授
時
↓
蒐
哉
。
今
貞
享
雁
行
二
子
世
一

（

Ⅳ

）

而
其
法
藏
二
日
官
ご
兀
雌
乃
自
思
而
得
し
之
、
後
獲
二
其
耆
｝
瞼
し

（

魁

）

之
、
皆
合
、
亦
能
言
二
其
紙
樛
《
可
し
不
レ
調
し
猜
乎
。
近
荷
作
二

口
鬼
和
通
歴
↓
問
一
序
ｆ
予
却
予
閲
し
之
。
苔
所
し
川
元
嘉
・
雌

〔

語

注

〕

（
１
）
孟
子
・
離
婁
下
八
天
之
高
也
、
晶
辰
之
遠
也
、
筍
求
其

故
、
千
歳
之
日
、
可
坐
而
致
也
Ｖ
ｏ
（
２
）
論
衡
・
道
虚
八
努
情

苦
思
憂
念
Ｖ
、
菖
唐
書
・
魏
徴
傳
八
何
必
勢
祁
苦
思
、
代
下
司

職
、
役
聰
明
之
耳
目
、
職
無
爲
之
大
道
放
Ｖ
。
（
３
）
漢
書
・
路

（

四

）

鳳
・
大
術
・
宣
明
、
人
能
言
し
之
。
至
三
於
其
得
二
五
紀
之
年
『

則
自
二
元
珪
一
發
し
之
。
元
嘉
之
前
、
遡
二
椚
人
皇
之
初
《
乃
立
二

三
法
一
以
括
し
之
、
又
作
。
爲
諸
捷
法
一
附
し
末
。
元
珪
之
於
レ
歴
、

（

釦

）

可
し
謂
下
左
右
逢
一
其
原
一
者
上
已
。
亦
蜥
二
夫
故
一
之
效
也
。
孟
子

之
所
レ
穂
、
千
歳
之
後
、
方
今
之
仙
、
其
惟
元
珪
與
。
元
珪
又

（

皿

）

（

鰯

）

有
二
巧
田
甥
嘗
創
二
其
心
《
愛
二
古
流
儀
《
設
レ
機
旋
レ
輪
、
一
旗

（

聡

）

（

型

）

（

妬

）

一
日
、
須
與
而
三
百
五
十
四
旗
、
一
旗
之
日
躍
月
離
、
黄
赤
道

之
所
レ
交
、
弦
晦
盈
食
之
状
、
按
レ
Ｈ
可
し
腕
。
二
十
四
節
、
有
》
｜

（

妬

）

（

”

）

（

躯

）

鍾
自
鳴
圭
人
莫
レ
不
二
噴
噴
驚
異
尭
亦
其
緒
餘
云
。
元
珪
隠
二
銀

（

調

）

官
一
而
徴
、
其
不
二
以
し
此
而
自
溌
↓
能
通
二
一
藝
弐
卓
然
名
二
其

（

卸

）

（

瓠

）

（

犯

）

家
↓
鳴
呼
昇
卒
之
世
、
人
皆
知
二
自
重
一
老
若
し
斯
夫
。
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淵
密
傅
八
大
臣
憂
戚
、
焦
心
合
謀
Ｖ
ｏ
（
４
）
漢
書
・
臘
樂
志

八
以
意
穿
鑿
、
各
取
一
切
Ｖ
ｏ
（
５
）
禮
記
・
中
席
八
子
日
、
文

武
之
政
、
布
在
方
策
Ｖ
。
（
６
）
史
記
・
律
書
八
世
儒
闇
於
大

逆
、
不
權
聴
重
Ｖ
。
（
７
）
公
羊
仰
や
定
公
元
年
八
主
人
習
其

識
、
而
問
其
傳
、
則
未
知
己
之
有
罪
焉
耳
Ｖ
、
魏
志
・
王
萠
傳

・
注
八
採
梠
負
販
、
而
常
挾
持
經
耆
、
投
間
智
横
Ｖ
。
（
８
）
漢

書
・
蕊
文
志
八
毛
詩
故
訓
傳
Ｖ
。
（
９
）
書
・
旅
葵
・
注
八
武

王
趾
聖
猶
設
此
誠
Ｖ
・
（
ｍ
）
孟
子
・
萬
章
上
八
使
先
知
覚
後

知
Ｖ
。
（
ｕ
）
五
代
史
・
司
天
考
序
八
夫
大
人
之
際
、
遠
批
微

哉
、
而
使
一
藝
之
士
、
布
算
積
分
、
上
求
敷
千
萬
歳
之
前
Ｖ
・

（
吃
）
論
語
・
憲
問
八
子
Ｈ
、
非
敢
爲
便
也
、
疾
間
也
Ｖ
・
（
昭
）

後
漢
書
・
懸
鮠
傳
八
善
推
歩
之
術
Ｖ
・
（
皿
）
孟
子
・
梁
惠
王
上

八
寡
人
之
於
國
也
、
誰
心
焉
耳
突
Ｖ
・
（
妬
）
孟
子
・
誰
心
上

八
執
中
而
無
權
、
猶
執
一
也
Ｖ
。
（
略
）
史
記
・
堆
陰
侯
傳
八
嵯

乎
冤
哉
Ｖ
・
（
Ⅳ
）
左
傳
・
桓
公
十
七
年
八
天
子
有
日
日
官
、
諸

侯
有
日
御
Ｖ
。
（
略
）
鵬
記
・
大
傳
八
五
者
一
物
紙
樛
、
民
莫
得

其
死
Ｖ
。
（
四
）
論
語
↑
八
恰
八
子
日
、
夏
禮
吾
能
言
之
、
妃
不

足
徴
也
、
股
禮
吾
能
言
之
、
宋
不
足
徴
也
。
文
獄
不
足
故
也
。

足
則
吾
能
徴
之
突
Ｖ
。
（
卯
）
流
子
・
離
與
下
八
孟
子
日
、
君
子

深
造
之
以
道
、
欲
其
自
得
之
也
。
自
得
之
、
則
居
之
安
、
居
之

安
、
則
資
之
深
。
資
之
深
、
川
取
之
左
右
逢
其
原
Ｖ
。
（
劃
）
南

史
・
張
永
傳
八
永
有
巧
思
Ｖ
、
大
正
開
物
・
佳
兵
篇
八
主
人
縦

有
巧
思
、
烏
能
至
此
極
也
Ｖ
。
（
塊
）
綴
耕
録
・
尚
食
麺
磨
八
設

機
軸
旋
Ｖ
・
（
”
）
禮
記
・
中
服
八
遊
也
脅
不
可
須
與
離
Ｖ
・

（
型
）
漢
書
・
律
歴
志
八
日
月
初
畷
、
星
之
紀
也
Ｖ
。
（
躯
）
詩
・

小
雅
・
漸
漸
之
石
八
月
離
干
恥
Ｖ
・
（
郡
）
書
鑿
八
試
筆
圖
一

僧
、
撰
臂
揮
翰
、
秀
観
數
士
人
、
喋
容
噴
噴
之
態
、
如
聞
有

聲
、
眞
奇
筆
也
Ｖ
・
（
”
）
北
史
・
川
武
紀
八
時
見
赤
蛇
僥
林
、

乃
盆
驚
異
Ｖ
・
（
犯
）
荘
子
・
讓
王
八
道
之
眞
以
治
身
、
其
緒
餘

以
爲
國
家
Ｖ
・
（
羽
）
漢
書
・
成
帝
糺
八
使
卓
然
可
湖
Ｖ
・
（
鋤
）

漢
書
・
梅
禧
傳
八
升
卒
可
致
Ｖ
・
（
瓠
）
史
記
・
酷
吏
傳
八
是
時

民
朴
、
畏
罪
自
重
Ｖ
。
（
犯
）
論
語
・
子
牢
八
逝
者
如
斯
夫
、
不

舍
壹
夜
Ｖ
。

（

１

）

皇
和
通
歴
序

孟
子
は
、
「
天
が
い
か
に
高
く
と
も
、
星
が
い
か
に
遠
く
と
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も
、
『
故
』
（
過
去
の
天
体
の
運
行
の
パ
タ
ー
ン
）
を
把
握
し
て

お
け
ば
、
千
年
後
の
冬
至
す
ら
も
い
な
が
ら
に
し
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
学
者
と
い
う
も
の
は
、
苦
心
し
、
神
経
を
す
り

へ
ら
し
て
、
結
論
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
ひ

と
た
び
結
論
が
得
ら
れ
る
と
、
そ
れ
に
固
執
し
て
変
わ
ろ
う
と

せ
ず
、
一
切
の
こ
と
が
ら
を
そ
れ
に
基
づ
い
て
概
括
し
て
し
ま

う
、
な
ん
と
か
た
く
な
な
態
度
で
あ
ろ
う
。
そ
の
究
極
に
お
い

て
は
、
自
己
の
見
解
を
輝
か
し
て
し
て
「
故
」
を
否
定
す
る
ま

で
に
至
る
。
し
か
し
、
「
故
」
は
、
昔
人
が
す
で
に
い
に
し
え

の
典
籍
に
記
録
し
て
お
い
た
も
の
だ
、
ど
う
し
て
否
定
で
き
よ

う
か
。
世
の
儒
者
連
中
は
、
幼
い
と
き
か
ら
程
・
朱
の
注
釈
に

よ
っ
て
〔
典
籍
を
〕
習
い
読
み
、
日
に
日
に
熟
達
し
て
止
ま

ず
、
そ
れ
が
究
極
の
盗
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
昔
人
は

聖
人
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
程
・
朱
の
為
す
こ
と
を
、
ど
う
し

て
あ
ら
か
じ
め
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
だ
か
ら
、
宋
儒
の

学
説
を
守
る
も
の
は
、
唐
・
宋
以
前
の
書
を
読
み
、
通
暁
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
ゑ
ず
か
ら
誇
っ
て
知
者
と
考

え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
え
っ
て
愚
か
も
の
で
は
な
い
か
。
や

は
り
ま
た
、
学
者
と
同
類
な
の
だ
。

（

２

）

私
の
知
人
、
京
都
の
平
元
珪
（
中
根
元
珪
）
は
、
そ
う
い
う

学
者
と
は
異
な
る
。
元
珪
は
、
算
学
に
秀
れ
た
人
物
で
あ
る

（

３

）

が
、
ま
た
暦
学
に
優
れ
、
「
授
時
暦
」
を
学
ん
で
、
そ
れ
に
精

し
い
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
一
つ
の
暦
に
固
執
す
る
こ

と
を
嫌
い
、
史
官
の
記
録
し
た
漢
以
来
、
数
十
家
の
暦
を
こ
と

ご
と
く
取
り
上
げ
、
推
量
し
て
過
去
の
天
体
の
運
行
を
計
算
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
故
」
に
つ
い
て
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
の
だ
。
そ
し
て
、
か
つ
て
弓
授
時
暦
』
以
前
に
は
「
統
天

（
４
）暦

』
が
あ
っ
た
。
郭
守
敬
の
独
創
と
思
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
『
統
天
暦
』
が
そ
れ
以
前
に
得
て
い
た
の
だ
。
世
の
一
つ

の
立
場
に
固
執
す
る
も
の
は
、
た
だ
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
『
授

時
暦
』
の
独
創
に
帰
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
〔
逆
の
言
い
方
で

あ
る
が
〕
『
濡
れ
衣
』
と
い
う
も
の
だ
」
と
述
べ
た
の
で
あ
っ

た

。

（

５

）

現
在
、
貞
享
暦
が
世
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の

（

６

）

原
理
〔
を
記
し
た
書
物
〕
は
、
幕
府
の
天
文
方
が
独
占
し
、
秘
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密
に
さ
れ
て
い
た
。
元
珪
は
、
そ
こ
で
自
分
で
考
え
、
そ
の
原

理
を
得
て
、
そ
の
後
そ
の
書
物
を
入
手
し
、
洲
べ
て
み
る
と
、

こ
と
ご
と
く
合
致
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
誤
謬
ま
で
も
指
摘

し
た
。
な
ん
と
精
妙
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

近
頃
、
「
皇
和
通
歴
」
を
耕
し
、
序
を
私
に
依
頼
し
て
き
た

の
で
、
私
は
そ
の
書
に
眼
を
通
し
て
ゑ
た
。
わ
が
国
の
川
い
て

（

７

）

（

８

）

（

９

）

（

Ⅲ

）

き
た
元
嘉
暦
、
儀
鳳
暦
、
大
竹
暦
、
宣
明
暦
に
つ
い
て
、
人
々

（

Ⅱ

）

（

皿

）

の
解
説
は
あ
っ
た
が
、
五
紀
暦
の
行
わ
れ
た
時
期
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
元
珪
か
ら
で
あ
る
。
〔
「
皇
和
通
歴
」
で
は
〕
元

嘉
暦
以
前
の
時
代
の
暦
法
に
つ
い
て
は
初
代
の
犬
皇
の
時
代
ま

（

蝿

）

で
遡
り
、
〔
上
古
暦
、
中
古
暦
、
晩
古
暦
の
〕
三
つ
の
暦
の
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
も
ろ
も
ろ
の
、
す
ぐ

わ
か
る
換
算
表
を
作
り
、
巻
末
に
付
し
て
い
る
。
元
珪
は
、
暦

学
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
側
面
に
お
い
て
も
根
源
を
究
め
て

い
る
も
の
と
言
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
あ
の
「
故
」
を
明
ら
か
に

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
の
だ
。
孟
子
が
述
べ
た
と
こ
ろ
の
「
千
年

の
後
」
と
は
、
今
の
世
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
元
比
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

元
珪
は
、
ま
た
、
巧
糸
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
主
で
あ
る
。

か
つ
て
、
新
し
く
思
い
つ
い
て
、
古
の
天
球
儀
を
も
と
に
工
夫

し
、
装
置
を
施
し
、
回
転
す
る
よ
う
に
し
た
。
一
旗
り
が
一

日
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
三
百
五
十
四
旗
す
る
の
だ
が
、
一
年
間

の
太
陽
の
固
転
す
る
動
き
、
月
の
離
れ
た
り
近
づ
い
た
り
す
る

動
き
、
〔
天
の
〕
黄
道
と
赤
道
と
の
交
点
、
月
の
満
ち
欠
け
の

状
況
を
、
一
日
ご
と
の
様
子
を
調
べ
つ
つ
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
二
十
四
節
の
変
わ
り
目
に
は
、
鐘
が
自
然
に
鳴
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
驚
か
な
い
人
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
ほ
ん
の
手
す
さ
び
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

元
珪
は
、
〔
京
都
の
〕
銀
座
の
微
禄
な
役
人
と
し
て
世
に
隠

れ
て
い
た
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
暦
学
を
捨
て
ず
、
一

芸
に
通
じ
て
家
の
名
を
高
々
と
純
か
し
た
の
だ
。
あ
あ
、
昇
平

の
世
に
あ
っ
て
、
人
々
の
慎
重
に
振
る
舞
う
べ
し
と
自
覚
し
て

い
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
刊
本
「
皇
和
通
暦
」
所
収
の
序
文
に
「
享
保
乙
巳
冬
十
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月
朔
」
と
あ
る
。
享
保
乙
巳
は
一
○
（
一
七
二
五
）
年
で
あ

る
。
「
皇
和
通
歴
」
は
「
皇
和
通
暦
」
の
こ
と
。
中
根
元
珪

の
著
。
正
徳
元
二
七
一
四
）
年
の
刊
。
彼
自
身
に
よ
る
暦

算
の
結
果
を
神
武
か
ら
正
徳
ま
で
の
表
に
表
し
、
さ
ら
に
図

示
し
た
も
の
。
ま
た
付
録
で
上
古
、
中
古
、
晩
古
の
古
暦
三

法
、
元
嘉
、
儀
鳳
、
大
術
、
五
紀
、
宣
明
暦
そ
れ
ぞ
れ
の
算

法
を
解
説
し
て
い
る
。
享
保
一
○
年
、
祖
棟
の
序
を
附
し
、

正
徳
か
ら
享
保
ま
で
の
部
分
を
増
補
し
た
版
を
刊
行
。

（
２
）
中
根
元
珪
。
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
、
近
江
浅
井
郡

に
生
ま
れ
る
。
名
は
環
、
通
称
丈
右
衛
門
。
京
都
に
出
て
、

算
学
、
暦
学
を
建
部
賢
弘
に
学
ん
で
よ
く
し
、
正
徳
元
年
、

京
都
銀
座
の
役
人
と
な
る
。
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
、
将

軍
職
を
襲
っ
た
吉
宗
は
「
天
文
暦
術
は
民
に
時
を
授
く
る
要

務
」
（
徳
川
実
紀
）
と
捉
え
、
誤
脱
の
多
い
貞
享
暦
の
改
暦

を
企
図
、
建
部
賢
弘
に
下
問
し
た
。
建
部
は
老
齢
の
故
を
も

っ
て
辞
退
、
門
人
の
元
珪
を
推
挙
、
元
珪
は
翌
年
江
戸
に
出

て
、
将
軍
の
下
問
に
答
え
、
暦
学
振
興
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
厳
禁
さ
れ
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
系
西
洋
天
文
書
の
輸
入

制
限
の
緩
和
を
進
言
し
た
。
享
保
六
年
、
吉
宗
に
謁
見
、
同

一
三
年
、
西
洋
天
文
学
説
を
伝
え
る
梅
文
鼎
の
「
暦
算
全

書
」
の
訓
訳
を
開
始
、
一
八
年
正
月
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ

た
。
ま
た
一
七
年
に
は
吉
宗
の
命
に
よ
り
、
貞
享
暦
の
差
異

調
査
の
た
め
伊
豆
下
田
で
日
月
高
低
を
観
測
し
、
貞
享
暦
の

連
差
な
ぎ
を
復
命
、
「
日
月
高
測
」
を
ま
と
め
た
。
同
一
八

年
九
月
没
。
著
書
に
「
皇
和
通
暦
」
を
は
じ
め
「
天
文
図
解

発
揮
」
「
授
時
暦
経
俗
解
」
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
授
時
暦
。
元
の
郭
守
敬
の
造
っ
た
暦
。
至
元
一
七
（
一

二
八
○
）
年
か
ら
八
八
年
間
施
行
さ
れ
た
。
「
授
時
」
は
書

経
堯
典
に
「
敬
授
民
時
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。

（
４
）
統
天
暦
。
南
宋
の
陳
得
一
の
造
っ
た
暦
。
紹
興
五
（
一

一
三
五
）
年
か
ら
三
二
年
間
施
行
さ
れ
た
。

（
５
）
貞
享
暦
。
渋
川
春
海
の
造
っ
た
暦
。
従
来
の
宣
明
暦
に

代
わ
っ
て
貞
享
二
二
六
八
五
）
年
か
ら
施
行
さ
れ
、
宝
暦

四
（
一
七
五
四
）
年
ま
で
行
わ
れ
た
。

（
６
）
貞
享
暦
を
造
っ
た
渋
川
春
海
は
、
そ
の
功
に
よ
り
、
幕

府
の
天
文
方
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
彼
は
正
徳
五
年
没
し
た
が
、
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天
文
方
の
地
位
は
世
襲
さ
れ
た
。

（
７
）
元
嘉
暦
。
劉
宋
の
何
承
天
の
造
っ
た
暦
。
元
嘉
二
二

（
四
四
五
）
年
か
ら
六
五
年
間
施
行
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は

持
統
天
皇
六
（
六
九
二
）
年
か
ら
六
九
六
年
ま
で
、
儀
胤
暦

と
併
せ
て
施
行
さ
れ
た
。

（
８
）
儀
鳳
暦
。
麟
徳
暦
と
も
言
う
。
唐
の
李
淳
風
の
造
っ
た

暦
。
麟
徳
二
（
六
六
五
）
年
か
ら
六
四
年
間
施
行
さ
れ
た
。

「
儀
鳳
」
も
唐
の
年
号
（
六
七
六
’
六
七
九
）
。
わ
が
国
で
は

持
統
天
皇
六
（
六
九
二
）
年
か
ら
六
九
六
年
ま
で
、
元
嘉
暦

と
併
せ
て
施
行
さ
れ
、
文
武
天
皇
元
（
六
九
七
）
年
か
ら
天

平
宝
字
七
（
七
六
三
）
年
ま
で
単
独
に
施
行
さ
れ
た
。

（
９
）
大
術
暦
。
唐
の
僧
行
一
の
造
っ
た
暦
。
開
元
一
七
（
七

二
九
）
年
か
ら
三
三
年
間
施
行
さ
れ
た
「
大
術
」
は
易
繋
辞

伝
に
「
大
術
之
数
五
十
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
わ
が
国
で

は
天
平
宝
字
八
（
七
六
四
）
年
か
ら
八
五
六
年
ま
で
施
行
さ

れ

た

。

（
蛆
）
宣
明
暦
。
唐
の
徐
昂
の
造
っ
た
暦
。
長
慶
二
（
八
二
二
）

年
か
ら
七
一
年
間
施
行
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
は
貞
観
四
（
八

六
二
）
年
か
ら
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
ま
で
八
二
三
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
施
行
さ
れ
、
た
め
に
貞
享
元
年
に
は
実
際

の
日
時
と
は
二
日
以
上
の
差
を
生
じ
て
い
た
。
こ
れ
に
代
わ

っ
た
の
が
貞
享
暦
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
き
に
わ
た
っ
て

宣
明
暦
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
暦
の
優
秀
さ
の
た
め
、

と
い
う
よ
り
、
中
国
と
の
交
渉
が
衰
え
、
か
の
地
の
新
し
い

暦
が
輸
入
さ
れ
ず
、
ま
た
独
自
に
改
暦
を
す
る
ほ
ど
の
水
準

に
わ
が
国
の
暦
学
が
達
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ま
た
改
暦

へ
の
関
心
を
持
ち
う
る
ほ
ど
強
力
な
権
力
が
存
在
し
な
か
っ

た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

（
、
）
た
と
え
ば
安
藤
有
益
「
本
朝
統
暦
」
（
貞
享
四
年
）
、
渋

川
春
海
「
日
本
長
暦
」
（
貞
享
二
年
）
な
ど
が
元
嘉
暦
、
儀

鳳
暦
、
大
術
暦
、
宣
明
暦
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

（
胆
）
五
紀
暦
。
唐
の
郭
献
之
の
造
っ
た
暦
。
宝
応
元
（
七
六

二
）
年
か
ら
二
三
年
間
施
行
さ
れ
た
。
「
五
紀
」
は
耆
経
洪

範
に
あ
る
語
。
わ
が
国
で
は
天
安
元
（
八
五
七
）
年
、
陰
陽

頭
兼
行
暦
博
士
大
春
日
朝
臣
真
野
麻
呂
の
奉
請
で
、
こ
の
年

か
ら
四
年
間
、
大
術
暦
と
併
用
さ
れ
た
。
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南
郭
初
稿
序（

１

）

平
安
服
子
遷
從
レ
予
勝
、
轍
放
而
業
成
。
成
則
非
三
予
不
候
所
二

（

２

）

敢
當
一
也
。
近
者
其
門
人
、
諸
し
梓
二
其
南
郭
初
稿
者
圭
子
遷
則

（

３

）

謀
し
予
・
予
日
、
局
不
し
可
。
惇
レ
荊
二
其
詩
《
則
決
決
乎
美
哉
盛

（

４

）

也
。
燈
無
し
所
し
不
し
具
、
~
材
無
し
所
し
不
し
博
。
蓋
刻
二
意
槍
瞑
、

（

５

）

（

６

）

（

７

）

（

８

）

而
豈
弟
過
し
之
、
乃
楓
楓
乎
中
土
之
音
也
。
務
哉
二
繊
巧
↓
抑
一
一

（
９
）
（
皿
）
（
皿
）

輕
俊
↓
以
就
湖
厚
和
平
之
巨
且
是
足
二
以
風
一
也
。
直
日
使
三
子

（

吃

）

（

趣

）

（

Ｍ

）

（

略

）

遷
木
二
鐸
一
方
討
詩
之
教
、
庶
三
幾
被
二
之
一
世
一
哉
。
文
亦
然
。

（

蝿

）

然
其
慧
而
才
敏
也
。
故
其
巧
與
レ
俊
維
或
不
レ
能
二
全
悶
戸
之
時

（
Ⅳ
）

出
し
之
。
子
遷
乃
無
し
所
し
不
し
有
巳
。
予
営
讃
二
經
國
・
懐
風
諸

（

鴫

）

（

四

）

（

恥

）

（

皿

）

編
↓
哨
然
歎
日
、
有
し
是
哉
、
何
其
蓼
蓼
也
。
千
歳
而
上
、
唯

（

館

）

（

銘

）

晁
衡
・
藤
萬
里
・
野
篁
及
吾
家
納
言
能
吃
唐
。
亦
惟
僅
僅
晨
星
、

（

鯉

）

是
局
稻
二
日
出
之
邦
｜
哉
。
有
二
樂
府
《
局
有
二
所
謂
郊
祀
・
錠

（
過
）
古
暦
三
法
に
つ
い
て
、
「
皇
和
通
暦
」
凡
例
に
以
下
の

よ
う
に
あ
る
。
「
神
武
天
皇
東
征
甲
寅
以
至
仁
徳
天
皇
十
年

壬
午
、
凡
九
百
八
十
九
年
、
一
法
。
今
号
日
、
上
古
暦
。
同

十
一
年
癸
未
以
至
皇
極
天
皇
元
年
壬
寅
、
凡
三
百
二
十
年
、

歌
・
横
吹
・
三
調
・
相
和
者
一
乎
。
古
詩
非
二
其
古
詩
↓
而
歌

（

妬

）

（

蹄

）

行
・
五
七
言
近
禮
、
倍
二
徒
之
《
什
二
信
之
誼
其
精
粗
庫
高
、
亦

倍
二
葎
之
《
什
二
信
之
討
至
二
於
文
↓
則
彼
二
特
四
六
之
雄
一
耳
。
其

（

”

）

出
し
左
入
し
馬
、
吐
レ
荘
吟
レ
騒
、
下
及
二
韓
・
柳
之
長
一
皆
振
古

（

詔

）

之
所
し
無
也
。
夫
千
歳
而
下
、
錐
し
無
二
文
章
一
可
也
。
千
歳
之

上
、
亦
惟
僅
僅
如
し
彼
、
則
此
集
之
出
、
豈
不
レ
箏
二
光
日
出
之

（

鱒

）

邦
一
哉
。
彼
局
二
於
世
一
者
、
謄
二
勿
古
唐
「
局
二
於
地
一
者
、
聰
一
一

（

鋤

）

（

瓠

）

螢
李
・
王
韮
寧
知
し
有
二
子
遷
之
業
一
乎
。
是
豈
待
二
他
日
↓
既

（

鋤

）

足
三
以
風
二
一
世
一
也
。
門
人
之
請
、
局
不
し
可
、
鳴
呼
予
老
美
。

（

調

）

將
レ
不
し
及
レ
見
二
其
二
槁
・
三
稿
者
出
一
故
且
序
以
寓
二
爲
レ
宰
之

意
一
云
。
享
保
乙
巳
十
月
望
。

一
法
、
今
号
日
、
中
古
暦
。
同
二
年
癸
卯
以
至
持
統
天
皇
五

年
辛
卯
、
凡
四
十
九
年
、
一
法
。
今
号
日
、
晩
古
暦
」
。

（

岡

本

）
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〔

語

注

〕

（
１
）
史
記
・
仲
尼
弟
子
傳
八
子
路
喜
從
勝
Ｖ
、
同
・
五
宗
世
家

八
河
問
獄
王
、
徳
好
儒
學
、
山
東
諸
儒
、
多
從
之
源
Ｖ
ｏ
（
２
）

（
韓
愈
）
與
李
湖
東
耆
八
近
者
閤
下
從
事
Ｖ
ｏ
（
３
）
左
傳
・
襄

公
二
九
年
八
季
札
爲
之
歌
齊
日
、
美
哉
、
狭
決
乎
、
大
風
也

哉
Ｖ
。
（
４
）
荘
子
・
刻
意
八
刻
意
尚
行
Ｖ
。
（
５
）
詩
・
齊
風
・

載
駆
八
魯
道
有
蕩
、
齊
子
豈
弟
Ｖ
、
同
・
小
雅
・
蓼
萠
八
豈
弟

君
子
、
莫
不
令
儀
Ｖ
。
（
６
）
左
傳
・
襄
公
二
九
年
八
爲
之
歌
魏

日
、
美
哉
。
楓
狐
乎
、
大
而
宛
Ｖ
。
（
７
）
後
漢
書
・
西
域
傳
論

八
其
國
則
股
子
中
土
Ｖ
。
（
８
）
新
書
・
塊
璋
八
繊
巧
苦
蹴
之

器
、
日
愛
而
起
Ｖ
、
古
樂
府
類
篇
序
八
其
末
繊
巧
而
不
振
Ｖ
ｏ

（
９
）
宋
史
・
銭
易
傳
八
悪
其
輕
俊
特
罷
之
Ｖ
。
（
Ⅷ
）
禮
記
・
經

解
八
温
柔
敦
厚
、
詩
之
教
也
Ｖ
。
（
ｕ
）
詩
・
小
雅
・
伐
木
八
脚

之
聡
之
、
終
和
且
平
Ｖ
、
易
・
威
八
聖
人
感
人
心
。
而
天
下
和

平
Ｖ
、
禮
記
・
樂
記
八
耳
目
總
明
、
血
氣
和
平
Ｖ
・
（
岨
）
論

語
。
八
惜
八
天
將
以
夫
子
爲
木
鐸
Ｖ
。
（
画
）
禮
記
・
經
解
八
温

柔
敦
厚
、
詩
之
教
也
Ｖ
。
（
皿
）
荘
子
・
天
地
八
垂
衣
裳
、
設
采

色
、
動
容
貌
、
以
媚
一
世
Ｖ
。
（
妬
）
文
選
序
八
物
已
有
之
、
文

亦
泉
宜
然
Ｖ
。
（
咽
）
蜀
志
・
諸
葛
亮
傳
八
威
愛
其
才
敏
Ｖ
。

（
Ⅳ
）
禮
記
・
中
庸
八
溥
博
淵
泉
、
而
時
出
之
Ｖ
。
（
肥
）
論
語
・

先
進
八
夫
子
哨
然
歎
日
、
吾
與
鮎
也
Ｖ
。
（
四
）
論
語
・
子
路

八
子
路
日
、
有
是
哉
、
子
之
迂
也
Ｖ
、
孔
子
家
語
・
在
厄
八
孔

子
欣
然
歎
日
、
有
是
哉
Ｖ
。
（
別
）
（
播
岳
）
寡
婦
賦
八
仰
祁
宇
之

蓼
蓼
Ｖ
、
（
左
思
）
詠
史
詩
八
蓼
蓼
空
宇
内
、
所
講
在
玄
虚
Ｖ
。

（
型
）
詩
↓
魯
頌
・
悶
宮
八
萬
有
千
歳
、
眉
壽
無
有
害
Ｖ
、
孟

子
・
離
婁
下
八
千
歳
之
日
至
、
可
坐
而
致
也
Ｖ
・
（
理
）
漢
書
・

地
理
志
下
「
豫
章
出
黄
金
然
菫
菫
」
注
八
菫
菫
、
少
也
、
菫
、

讃
日
僅
Ｖ
。
（
配
）
（
劉
禺
錫
）
迭
張
盟
赴
學
詩
序
八
今
來
落
落
、

如
晨
星
之
相
望
Ｖ
。
（
型
）
元
史
・
伯
顔
傳
八
梯
航
日
出
之
邦
、

冠
帯
月
支
之
域
Ｖ
、
晴
書
・
倭
國
傳
八
其
國
書
日
、
日
出
虚
天

子
、
致
書
日
没
虚
天
子
Ｖ
。
（
妬
）
孟
子
・
滕
文
公
上
八
夫
物
之

不
齊
、
物
之
情
也
、
或
相
倍
葎
、
或
什
信
Ｖ
。
（
邪
）
禮
記
・
樂

記
八
降
興
上
下
之
岬
、
而
是
精
粗
之
禮
Ｖ
、
荘
子
・
秋
水
八
意

之
所
不
能
察
致
者
、
不
期
精
粗
焉
Ｖ
。
（
肥
）
國
語
・
周
語
下

八
堕
高
埋
庫
Ｖ
、
易
・
繋
辞
上
八
卑
高
以
陳
、
貴
賤
位
突
Ｖ
、

禮
記
・
樂
記
八
卑
高
己
陳
Ｖ
。
（
”
）
詩
・
周
頌
・
載
蔓
八
匪
今
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（

１

）

南
郭
初
稿
の
序

平
安
〔
京
都
〕
の
服
子
遷
〔
服
部
南
郭
〕
は
、
私
の
下
に
遊

（

２

）

ぶ
こ
と
数
年
に
し
て
学
業
を
成
就
さ
せ
た
。
学
業
が
成
就
す
れ

ば
、
私
ご
と
き
が
た
ち
う
ち
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
近
頃
、

（
３
）

門
人
か
ら
『
南
郭
初
稿
』
の
出
版
を
要
請
さ
れ
た
の
で
、
子
遷

は
私
に
相
談
を
も
ち
か
け
た
。
そ
こ
で
、
私
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
た
。

《
出
版
す
る
が
よ
か
ろ
う
。
そ
の
詩
を
朗
謂
す
れ
ば
、
な
ん

斯
今
、
振
古
如
蚊
Ｖ
。
（
犯
）
史
記
・
儒
林
傳
八
文
章
爾
雅
、
訓

辞
深
厚
Ｖ
、
漢
書
・
公
孫
弘
傳
賛
八
文
章
則
司
馬
遷
相
如
Ｖ
。

（
羽
）
論
語
・
子
牢
八
脂
之
在
前
、
忽
焉
在
後
Ｖ
。
（
鋤
）
（
韓
愈
）

送
文
暢
師
北
遊
詩
八
僧
時
不
聡
螢
Ｖ
、
荘
子
・
齊
物
論
八
是
皇

帝
之
所
鶏
焚
也
Ｖ
・
（
釦
）
孟
子
・
滕
文
公
上
八
昔
者
、
孔
子

没
、
…
他
日
、
子
夏
子
張
子
塀
、
以
有
若
似
聖
人
、
欲
以
所
事

孔
子
事
之
Ｖ
・
（
銘
）
論
語
・
微
子
八
吾
老
美
、
不
能
用
也
Ｖ
・

（
詔
）
孔
子
家
語
・
在
厄
八
孔
子
欣
然
歎
日
、
有
是
哉
、
顔
氏
之

子
、
使
爾
多
財
、
吾
爲
爾
宰
Ｖ
。

と
も
壮
大
で
麗
し
い
。
詩
の
形
式
も
揃
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る

題
材
を
扱
っ
て
い
る
。
思
う
に
、
槍
漠
〔
李
華
竜
〕
の
境
地
を

ひ
た
す
ら
会
得
し
よ
う
と
し
、
楽
し
桑
和
ら
ぐ
境
地
と
い
う
こ

と
で
は
槍
漠
以
上
の
も
の
を
得
て
い
る
。
ま
さ
し
く
中
土
〔
中

国
〕
の
声
調
で
あ
る
。
細
か
な
細
工
や
勝
れ
た
才
気
を
抑
え
る

こ
と
に
努
め
、
温
和
で
平
ら
か
な
こ
と
は
手
本
と
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
。
い
つ
の
日
か
、
子
遷
が
一
方
の
指
導
者
と
な
る
日
が

来
れ
ば
、
詩
の
教
え
に
よ
る
一
時
代
の
教
化
が
達
成
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
文
章
に
つ
い
て
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
才
知
が

と
く
に
勝
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
技
巧
と
才
知
と
は
隠
そ
う
と
し

て
も
隠
し
切
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
に
表
に
で
て
し

ま
う
も
の
で
あ
る
。
子
遷
に
は
無
い
も
の
は
な
い
と
い
え
よ

戸
向
ノ
Ｏ

（

〃

４

）

私
は
か
つ
て
『
経
国
』
『
懐
風
〔
藻
〕
』
と
い
っ
た
諸
編
を
読

ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
、
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

よ
い
も
の
か
、
な
ん
と
も
寂
し
い
か
ぎ
り
だ
」
と
深
く
溜
め
息

を
つ
い
た
も
の
だ
。
千
年
を
遡
っ
た
と
し
て
も
、
晁
衡
〔
安
倍

仲
麻
呂
〕
・
藤
万
里
〔
藤
原
麻
呂
〕
・
野
篁
〔
小
野
篁
〕
お
よ
び
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（

５

）

我
が
一
族
の
大
納
言
〔
石
上
宅
嗣
〕
が
唐
と
同
じ
と
言
え
る
だ

け
で
、
夜
明
け
の
星
の
ご
と
く
僅
か
な
も
の
だ
。
こ
ん
な
有
様

で
は
〔
日
出
づ
る
邦
〕
と
称
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
ろ
う
。

（

６

）

〔
わ
が
国
に
も
〕
楽
府
が
設
置
さ
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
〔
か
の

（

７

）

国
の
〕
郊
祀
・
鏡
歌
・
横
吹
・
三
調
・
相
和
に
相
当
す
る
も
の

は
あ
り
は
し
な
い
。
〔
わ
が
国
の
〕
古
詩
は
古
詩
で
は
な
い
し
、

〔
か
の
国
の
〕
歌
行
体
や
五
言
・
七
言
の
近
体
詩
は
〔
わ
が
国

の
〕
何
十
倍
も
何
百
倍
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
で
き

ば
え
に
つ
い
て
も
〔
わ
が
国
と
は
〕
何
十
倍
、
何
百
倍
の
相
違

が
あ
る
。
文
章
に
至
っ
て
は
、
〔
か
の
国
で
は
〕
四
六
餅
腿
体

（

８

）

に
勝
れ
た
も
の
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
左
丘
明
・
司
馬
遷
や

荘
子
・
離
騒
に
始
ま
り
、
韓
愈
・
柳
宗
元
に
至
る
ま
で
の
勝
れ

た
文
章
が
あ
る
が
、
〔
わ
が
国
で
は
〕
い
に
し
え
の
時
代
か
ら

ま
っ
た
く
な
い
の
だ
。
そ
の
か
ら
下
っ
て
千
年
の
間
、
文
章
は

な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

千
年
遡
っ
て
み
て
も
こ
の
よ
う
に
僅
か
な
の
だ
か
ら
、
こ
の

文
集
が
出
版
さ
れ
れ
ば
、
〔
日
出
づ
る
邦
〕
に
ひ
と
き
わ
輝
く

こ
と
で
あ
ろ
う
。
時
代
〔
の
差
異
〕
に
拘
泥
し
て
い
る
者
は

〔
古
唐
〕
を
ぼ
ん
や
り
仰
ぎ
拳
る
だ
け
で
あ
り
、
地
域
〔
の
差

異
〕
に
拘
泥
し
て
い
る
者
は
李
〔
筆
竜
〕
・
王
〔
世
貞
〕
ば
か

り
に
惑
っ
て
い
て
、
子
遷
の
業
績
が
あ
る
こ
と
を
知
る
は
ず
も

な
い
。
他
日
と
い
う
の
で
は
な
く
、
す
で
に
今
の
世
を
教
化
す

る
に
充
分
で
あ
る
。
門
人
の
要
請
は
ま
こ
と
に
当
を
得
た
も
の

で
あ
る
。
》

あ
あ
、
私
は
年
老
い
た
。
子
遷
の
二
槁
・
三
稿
の
出
版
を
目

に
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
版
の
世
話
役
を
引
き
受

け
た
私
の
思
い
を
序
文
と
し
て
記
す
こ
と
に
し
た
。
享
保
乙
巳

〔
十
年
〕
十
月
望
〔
十
五
日
〕
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
本
作
品
の
成
立
は
、
文
末
の
記
述
か
ら
享
保
十
年
（
一

七
二
五
）
十
月
で
あ
る
と
分
か
る
。
た
だ
、
実
際
に
『
南
郭

先
生
文
集
』
初
編
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
享
保
十
二
年
二

七
二
七
）
の
こ
と
で
、
祖
株
の
ほ
か
に
、
沮
株
門
下
の
本
多

掎
蘭
（
忠
統
）
・
平
野
金
華
の
序
文
、
南
郭
の
門
人
で
あ
る

望
月
鹿
門
の
践
文
が
付
け
ら
れ
、
嵩
山
房
・
須
原
屋
新
兵
衛
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か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、
『
南
郭
先
生
文
集
』
（
『
近
世

儒
家
文
集
集
成
』
第
７
巻
、
・
ヘ
リ
か
ん
社
、
一
九
八
五
）
所

収
の
日
野
龍
夫
氏
の
解
説
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
南
郭
が
祖
株
の
下
に
入
門
し
た
の
は
、
宝
永
七
（
一
七

一
○
）
年
末
な
い
し
正
徳
元
（
一
七
一
二
年
初
め
の
こ
と

だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
宝
永
七
年
末
は
、
平
石
直
昭
『
沮

株
年
譜
考
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
四
）
の
、
正
徳
元
年
初
め

は
、
「
服
部
南
郭
年
譜
考
証
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』

第
三
号
）
を
は
じ
め
と
す
る
日
野
龍
夫
氏
の
一
連
の
南
郭
研

究
に
お
け
る
推
定
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
南
郭
の
入

門
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
な
る
も
の
で

は
な
い
。

（
３
）
『
南
郭
先
生
文
集
』
初
編
に
は
、
前
述
の
望
月
鹿
門
の

ほ
か
、
伊
藤
南
昌
の
名
が
見
え
る
。
望
月
鹿
門
は
、
名
を
三

英
、
字
を
君
彦
と
い
い
、
幕
府
御
典
医
の
家
に
生
ま
れ
た
医

師
で
あ
る
。
伊
藤
南
昌
は
、
名
は
元
啓
、
字
は
維
廸
、
南
部

出
身
で
あ
っ
た
。

（
４
）
現
存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
は
、
一
二
○
首
を
収

録
し
、
天
平
勝
宝
三
（
七
五
二
年
に
成
立
し
て
い
る
。
編

者
に
つ
い
て
は
、
淡
海
三
船
・
石
上
宅
胴
・
葛
井
広
成
な
ど

諸
説
あ
る
が
、
不
詳
。
六
朝
詩
・
初
唐
詩
の
影
響
が
強
い
と

さ
れ
て
い
る
。

『
経
国
集
』
は
、
天
長
四
（
八
二
七
）
年
の
序
を
も
つ
勅

撰
の
漢
詩
文
集
で
あ
り
、
良
岑
安
世
・
滋
野
貞
主
ら
が
編
集

に
あ
た
っ
た
。
詩
だ
け
で
な
く
、
賦
・
序
・
対
策
な
ど
の
文

も
収
録
さ
れ
、
全
二
十
巻
で
あ
っ
た
が
、
現
存
は
六
巻
の
ゑ

で
あ
る
。

な
お
、
弘
仁
五
（
八
一
四
）
年
か
ら
六
年
頃
に
成
立
し
た

『
凌
雲
集
』
と
、
弘
仁
八
（
八
一
七
）
年
頃
に
成
立
し
た
『
文

華
秀
麗
集
』
の
、
二
つ
の
勅
撰
漢
詩
集
が
こ
の
間
に
編
纂
さ

れ
て
い
る
。
『
凌
雲
集
』
は
、
盛
唐
詩
・
中
唐
詩
の
影
響
が

強
く
、
律
詩
・
絶
句
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
文
華
秀

麗
集
』
は
、
類
題
に
よ
る
選
別
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な

か
に
楽
府
も
あ
る
が
、
題
名
に
う
た
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

楽
府
体
で
は
な
く
律
詩
で
あ
る
。
本
文
の
な
か
で
、
奈
良
・

平
安
初
期
の
漢
詩
文
を
祖
採
が
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
理
由
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も
、
こ
う
し
た
『
懐
風
藻
』
か
ら
『
経
国
集
』
ま
で
の
漢
詩

文
が
、
少
し
づ
つ
修
辞
的
技
巧
も
上
達
し
て
は
い
る
も
の

の
、
模
倣
の
域
を
で
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
は
詩
よ
り
も
文
に
お
い
て
甚
だ
し
い
。

（
５
）
安
倍
仲
麻
呂
（
六
九
八
’
七
七
○
）
は
、
七
一
七
年
に

遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
唐
に
渡
り
、
玄
宗
に
仕
え
、
李
白
や

王
維
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
。
帰
国
の
途
中
に
難
破
し
、
結
局

唐
で
没
し
た
。
柤
裸
は
、
「
送
野
生
之
洛
序
」
（
訳
注
槁
（
二

参
照
）
の
な
か
で
、
仲
麻
呂
が
帰
国
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ

が
国
の
漢
詩
文
の
発
展
を
阻
止
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

藤
原
麻
呂
（
六
九
五
’
七
三
七
）
は
、
不
比
等
の
子
で
京

家
の
祖
。
『
懐
風
藻
』
に
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
は
「
滕
原
万
里
」
と
な
っ
て
い
る
。

小
野
篁
（
八
○
二
’
八
五
二
）
は
、
『
令
義
解
』
の
撰
進

で
知
ら
れ
て
い
る
学
者
・
漢
詩
人
。
藤
原
常
嗣
と
争
い
遣
唐

副
使
に
任
命
さ
れ
な
が
ら
病
と
称
し
て
行
か
ず
、
一
時
流
罪

に
処
せ
ら
れ
る
。
祖
株
は
、
「
叙
江
若
水
詩
」
（
訳
注
稿
二
）

参
照
）
の
な
か
で
、
篁
と
常
嗣
の
詩
に
「
治
世
の
音
」
が
あ

る
と
評
価
し
て
い
る
。

声

石
上
宅
胴
（
七
二
九
’
七
八
一
）
は
、
藤
原
仲
麻
呂
排
斥

を
画
し
た
た
め
に
一
時
失
脚
す
る
が
、
の
ち
に
復
官
し
て
大

納
言
に
就
任
し
た
。
本
文
中
に
祖
裸
が
「
吾
家
納
言
」
と
表

現
す
る
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
荻
生
氏
を
物
部

氏
の
後
継
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
、
宅
嗣
が
物
部
氏
を
継
承

し
た
石
上
氏
の
一
人
で
あ
り
、
大
納
言
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

ろ
う
。
宅
嗣
の
詩
は
前
述
の
『
経
国
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る

。

（
６
）
官
署
と
し
て
の
楽
府
は
、
漢
の
恵
帝
の
と
き
、
夏
侯
寛

を
楽
府
令
に
任
命
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
武
帝
の
と
き
、

官
制
の
改
革
に
よ
り
、
四
方
の
風
謡
を
採
集
し
、
新
た
に
詩

賦
を
作
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
詩
の
一
形
式
と
し
て
の
楽

府
が
成
立
し
た
。
楽
府
は
音
楽
を
伴
う
歌
曲
の
こ
と
で
あ
る

が
、
す
で
に
注
（
４
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
正
式
に

楽
府
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
祖
株
が
、
こ
こ
で

わ
が
国
に
楽
府
が
置
か
れ
た
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
朝
廷
の

雅
楽
寮
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
令
制
の
導
入
に
伴
っ
て
設
置
さ
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れ
た
雅
楽
寮
は
、
平
安
中
期
ま
で
に
衰
え
、
か
わ
っ
て
近
衛

府
の
官
人
を
中
心
と
す
る
楽
所
が
置
か
れ
、
平
安
貴
族
の
家

学
と
し
て
世
襲
さ
れ
て
ゆ
く
。
祖
裸
が
「
楽
」
に
強
く
関
心

を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か

で
わ
が
国
の
雅
楽
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

詳
し
く
は
、
吉
川
良
和
「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」
弓
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
』
第
九
十
二
冊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所
、
一
九
八
三
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
７
）
郊
祀
は
、
郊
祀
歌
の
こ
と
で
、
漢
の
武
帝
が
作
ら
せ
た

練
時
日
・
帝
臨
な
ど
十
九
章
の
歌
曲
の
こ
と
。
鋳
歌
は
、
軍

行
の
と
き
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
て
歌
う
も
の
で
、
漢
に
十
八
曲

が
あ
っ
た
と
い
う
。
横
吹
は
、
笛
を
用
い
た
武
楽
で
、
は
じ

め
は
鼓
吹
と
も
言
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
鼓
角
を
用
い
る
も

の
の
み
を
横
吹
曲
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
張
泰
が
西
域
か

ら
伝
え
李
延
年
の
手
を
経
て
武
楽
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。

三
渦
は
、
楽
曲
の
一
種
で
、
平
調
・
情
調
・
側
調
の
こ
と
。

相
和
は
、
相
和
歌
の
こ
と
で
、
さ
き
の
三
調
歌
以
外
に
、
相

和
曲
・
相
和
引
な
ど
絃
管
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
も
の
。
あ

る
い
は
、
祖
裸
は
阻
上
桑
な
ど
の
相
和
曲
の
み
を
指
し
て
言

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
８
）
原
文
に
は
「
彼
特
四
六
之
雄
耳
」
と
あ
る
。
「
彼
」
を

中
国
と
解
釈
す
る
と
、
「
中
国
は
四
六
腓
侭
体
に
勝
れ
て
い

た
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
内
容
に
な
り
、
文
脈
上
か
ら
意
味

が
通
じ
な
い
。
こ
こ
で
は
「
彼
」
を
「
匪
」
「
非
」
と
同
じ

否
定
の
副
詞
と
解
釈
し
、
「
四
六
餅
侭
体
に
勝
れ
た
も
の
が

あ
る
ば
か
り
で
な
く
」
と
い
う
累
加
の
構
文
と
し
て
解
釈
す

る
。
「
彼
」
が
否
定
の
副
詞
で
あ
る
用
例
に
は
、
『
詩
経
』
小

雅
・
采
蔽
（
あ
る
い
は
『
筍
子
』
勧
学
）
の
「
彼
交
匪
」
が

あ
る
が
、
「
彼
特
…
耳
」
と
い
う
用
例
は
、
管
見
の
範
囲
に

よ
る
か
ぎ
り
目
に
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
深
読

桑
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
い
っ
て
こ
の
解
釈
の
方

が
理
解
し
や
す
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
そ
う
解
釈
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。
な
お
、
四
六
餅
侭
体
の
文
章
は
、
『
文
選
』

を
模
し
た
と
い
わ
れ
る
『
懐
風
藻
』
の
序
文
を
初
め
と
し

て
、
わ
が
国
の
奈
良
朝
に
も
勝
れ
た
文
章
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
祖
棟
の
発
言
だ
と
思
わ
れ
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贈
二
僧
正
即
如
尊
者
｜
序

（

１

）

僧
正
澄
公
、
蓋
有
二
君
子
之
道
四
一
焉
。
初
予
在
弓
赤
城
↓
出
し
門

（

２

）

（

３

）

護
持
之
莞
刺
し
目
、
時
或
勝
し
之
、
迺
得
レ
調
し
公
、
脈
二
淵
恭
人
一

（

４

）

（

５

）

也
。
欣
然
出
下
其
所
二
著
述
一
修
多
羅
業
上
脈
し
之
。
予
謝
レ
未
し
學
、

（

６

）

（

７

）

則
日
、
支
那
之
文
、
非
二
其
素
業
一
邪
。
予
不
レ
得
し
巳
受
し
之
、

（

８

）

有
し
研
二
指
摘
宛
公
愈
盆
欣
甚
。
當
今
之
世
、
僧
之
得
下
與
二
王

公
一
抗
、
僧
正
脈
二
三
品
二
局
踞
叩
士
大
夫
之
上
必
傲
以
爲
レ
常
、

（

９

）

（

叩

）

（

、

）

其
腹
樗
如
、
乃
不
レ
賑
二
其
心
一
以
飾
二
其
智
↓
者
、
往
往
乎
在
。

（

吃

）

予
六
十
之
年
、
閲
し
僧
衆
突
。
其
好
し
學
而
不
し
恥
二
下
問
↓
能
忘
二

其
貴
一
者
、
唯
知
恩
了
公
與
レ
公
耳
。
予
於
レ
是
乎
知
二
其
謙
｜
焉
。

（

田

）

院
西
有
二
土
木
事
↓
訊
レ
之
復
二
護
國
寺
↓
寺
門
、
院
之
故
號
也
。

故
院
迺
在
二
祁
橋
北
一
而
殿
、
口
官
併
二
諸
護
國
一
而
収
二
其
地
↓

自
後
護
國
得
し
禰
二
護
持
一
而
兼
二
其
封
一
也
。
然
護
國
之
名
、
孫
し

是
遂
混
。
先
僧
正
慶
公
、
燗
二
其
如
咳
此
。
力
請
二
子
口
官
以
雨
咳

之
、
日
境
廣
而
可
レ
割
、
封
二
之
租
富
一
而
可
レ
造
。
是
不
三
復
費
二

（

皿

）

（

略

）

官
家
之
地
與
Ｐ
金
、
而
口
先
朝
布
金
之
迩
、
附
得
二
以
存
一
也
。

る
0

（

巧

）

口
官
允
二
其
請
↓
而
慶
公
化
、
公
継
而
奉
二
行
之
一
如
二
其
志
『
五

年
而
竣
。
公
霊
籍
二
其
土
木
之
羨
一
以
蹄
し
之
、
日
院
食
レ
院
、
寺

食
し
寺
、
其
所
也
。
予
於
レ
是
乎
知
二
其
廉
一
焉
。
及
三
予
之
移
二
西

郊
一
而
聞
二
公
穗
レ
病
鮮
《
驚
問
し
之
。
先
し
是
長
谷
虚
し
席
、
乃

有
↓
由
二
護
國
一
臘
レ
公
而
陞
占
之
。
間
一
諸
從
者
公
憾
邪
↓
日
否

也
。
公
幼
學
二
子
長
谷
↓
而
自
誓
下
必
以
二
其
所
戸
習
傳
中
諸
長
谷
坪

（

Ⅳ

）

公
之
所
下
歴
二
名
刹
一
而
不
叩
即
隠
上
者
、
爲
二
是
故
一
也
。
公
今
巳

（

肥

）

（

四

）

実
。
猶
尚
逵
巡
不
二
敢
去
《
以
徹
二
後
榮
↓
非
二
公
志
一
也
。
公
蓋

（
卯
）
（
虹
）
（
魂
）

知
命
、
脱
然
如
レ
程
し
負
云
。
予
於
レ
是
乎
知
二
其
勇
一
焉
。
又
請

日
、
長
谷
・
智
積
、
其
派
尚
美
。
海
内
諸
密
寺
、
各
有
し
所
以
繋

而
不
し
可
二
得
以
渭
一
美
。
護
寺
本
籍
二
長
谷
ご
兀
緑
中
陞
二
僧
録
↓

正
徳
乃
傅
三
通
籍
二
智
積
一
爲
二
録
故
一
也
。
今
停
二
其
録
一
而
猶

不
三
專
繋
二
長
谷
一
者
非
也
。
口
官
雨
允
二
其
圭
醐
夫
我
躬
弗
レ
閲
、

（

鱒

）

暹
レ
仙
二
我
後
、
是
凡
人
之
情
爲
レ
爾
。
公
乃
將
レ
去
。
而
猶
爾
毒

（
別
）

毒
。
予
於
レ
是
乎
知
二
其
忠
↓
焉
。
物
子
日
、
謙
者
未
二
必
忠
《
廉

（
沢
井
）



18

〔

語

注

〕

（
１
）
論
語
・
公
冶
長
八
子
謂
子
産
、
有
君
子
之
道
四
焉
。
其
行

己
也
恭
、
其
事
上
也
敬
、
其
養
民
也
惠
、
其
使
民
也
義
Ｖ
ｏ

（
２
）
（
杜
甫
）
奉
陪
鄭
鮒
馬
私
川
八
石
角
鉤
衣
破
、
藤
枝
刺
眼

新
Ｖ
。
（
３
）
害
經
・
舜
典
八
洲
恭
允
塞
Ｖ
、
論
語
・
學
而
八
夫

子
温
良
恭
倹
讓
以
得
之
Ｖ
。
（
４
）
荘
子
・
秋
水
八
河
伯
欣
然
自

喜
Ｖ
。
（
５
）
論
語
・
學
而
八
雌
日
未
學
〃
吾
必
謂
之
學
実
Ｖ
ｏ

（
６
）
宋
史
・
天
竺
傳
八
天
竺
表
來
、
課
云
、
伏
願
支
那
皇
帝
、

幅
壽
滿
Ｖ
。
（
７
）
（
黎
逢
）
人
不
學
不
知
道
賦
八
儒
風
是
習
、
素

業
是
傳
Ｖ
、
顔
氏
家
訓
・
勉
學
八
有
志
間
者
、
遂
能
磨
砺
、
以

就
素
業
Ｖ
。
（
８
）
北
史
・
王
仙
傅
八
指
樋
經
史
謬
誤
、
爲
濱
書

記
Ｖ
。
（
９
）
老
子
八
聖
人
之
治
、
虚
其
心
、
曾
其
腹
Ｖ
・
（
ｍ
）

去亦亦要者

矛騒溌
廃蕊一O

瞥需互硯四
、 し

／、 レ ーア し

道紀口學可
之也 ｜刈如譽田

蕊蓋慰;；･既化翌豈修

レ し

し 上

哨重慰平而其氏 、 巳C

荘
子
・
達
生
八
節
智
以
驚
愚
、
修
身
以
明
汚
、
昭
昭
乎
若
掲
日

月
而
行
也
Ｖ
・
（
皿
）
史
記
・
五
帝
本
紀
八
長
老
皆
往
往
構
黄
帝

堯
舜
Ｖ
・
（
岨
）
論
語
・
公
冶
長
八
敏
而
好
學
、
不
恥
下
問
。
是

以
謂
之
文
也
Ｖ
。
（
咽
）
剛
語
・
昔
語
八
今
、
土
木
勝
、
臣
催
其

不
安
人
也
Ｖ
、
後
漢
書
・
郎
顎
傳
八
土
木
螢
建
Ｖ
・
（
皿
）
（
蘇

試
）
初
到
黄
州
八
只
惣
無
補
絲
毫
事
、
尚
費
官
家
唾
酒
嚢
Ｖ
。

（
巧
）
（
曹
植
）
與
楊
徳
加
害
八
昔
陽
子
雲
、
先
朝
執
戟
之
臣

耳
Ｖ
。
（
妬
）
孔
子
家
語
・
六
本
八
商
請
志
之
而
終
身
奉
行

焉
Ｖ
。
（
ｒ
）
（
陸
源
）
老
學
庵
筆
記
八
雲
賓
在
四
明
、
與
天
童
・

育
王
、
倶
號
名
刹
Ｖ
。
（
肥
）
史
記
・
始
皇
本
紀
八
逵
巡
遁
逃
而

不
敢
進
Ｖ
。
（
⑱
）
（
何
孫
）
七
召
八
嵯
向
有
而
今
無
、
歎
後
榮
而

前
謝
Ｖ
・
（
釦
）
論
語
・
爲
政
八
五
十
而
知
命
Ｖ
。
（
皿
）
准
南

子
・
緒
祁
訓
八
當
此
之
時
、
得
休
越
下
、
則
脱
然
而
喜
美
Ｖ
。

（
躯
）
唯
南
子
・
精
祁
訓
八
堯
布
衣
掠
形
、
鹿
棗
御
寒
。
養
性
之

具
不
加
厚
、
而
増
之
以
任
重
之
憂
。
故
學
天
下
而
傳
之
干
舜
、

若
解
重
負
然
Ｖ
。
（
詔
）
詩
・
谷
風
八
母
逝
我
梁
、
母
發
我
筍
、

我
躬
不
閲
。
暹
伽
我
後
Ｖ
・
（
型
）
易
・
港
八
王
臣
毒
毒
、
匪
躬

之
故
Ｖ
・
（
妬
）
孟
子
・
離
婁
下
八
君
之
硯
臣
如
手
足
、
則
臣
硯
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（

１

）

僧
正
即
如
尊
者
に
贈
る
の
序

（

２

）

僧
正
澄
公
は
、
お
そ
ら
く
君
子
の
道
、
四
つ
の
持
ち
主
で
あ

る
鈩
司
／
。

（

３

）

（

４

）

初
め
私
が
赤
城
に
化
ん
で
い
た
こ
ろ
、
門
を
出
れ
ば
護
持
院

の
蔓
が
刺
す
よ
う
に
Ⅱ
に
入
っ
た
。
と
き
に
訪
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
澄
公
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
お
会
い
し

て
ゑ
る
と
穏
や
か
な
お
人
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
著
述
し
た
絲
典

に
関
す
る
文
章
を
う
れ
し
そ
う
に
取
り
出
し
、
私
に
示
し
た
。

仏
教
に
つ
い
て
は
ま
だ
学
ん
で
い
な
い
と
謝
絶
す
る
と
、
「
シ

ナ
の
文
は
貴
方
の
本
来
の
業
で
は
な
い
の
か
」
と
お
つ
し
や

君
如
腹
心
、
君
之
脱
臣
如
犬
馬
、
則
臣
覗
君
如
國
人
、
君
之
脱

臣
如
土
芥
、
則
臣
幌
君
如
志
朧
Ｖ
、
漢
書
・
蓋
寛
饒
傳
八
（
蓋
）

引
韓
氏
易
傳
言
、
五
帝
官
天
下
、
三
王
家
天
下
、
家
以
傳
子
、

官
以
傳
賢
Ｖ
。
（
妬
）
（
牌
愈
）
與
旅
簡
尚
書
八
且
愈
不
助
澤
氏
而

排
之
者
、
其
亦
有
批
Ｖ
。
（
”
）
顔
氏
家
訓
・
序
致
八
吾
今
所
以

復
爲
此
者
、
非
敢
軌
物
範
世
也
Ｖ
。
（
肥
）
莊
子
・
繕
性
八
及
唐

皮
始
爲
天
下
、
興
治
化
之
流
Ｖ
。

る
。
私
は
や
む
を
え
ず
し
て
そ
れ
を
受
け
、
指
摘
す
べ
き
箇
所

を
指
摘
す
る
と
、
公
は
ま
す
ま
す
喜
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
当
今

の
世
に
お
い
て
僧
は
王
公
と
拮
抗
し
、
僧
正
は
三
品
の
官
に
当

（
５
）

た
り
、
高
く
士
大
夫
の
上
に
あ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
つ

も
傲
り
高
ぶ
り
、
腹
の
中
は
空
っ
ぽ
な
の
で
、
そ
の
心
を
虚
し

（

６

）

く
で
き
ず
、
智
に
よ
っ
て
飾
る
も
の
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

私
の
六
十
年
の
生
涯
に
お
い
て
、
衆
く
の
佃
侶
と
知
り
合
っ
た

が
、
学
問
を
好
ゑ
、
ゑ
ず
か
ら
の
貴
さ
を
忘
れ
て
他
人
に
質
問

す
る
こ
と
を
恥
と
し
な
い
も
の
は
、
た
だ
故
人
と
な
ら
れ
た
知

（

７

）

恩
院
の
了
公
と
公
だ
け
で
あ
る
。
私
は
か
く
て
公
の
「
誠
」
な

る
こ
と
を
知
~
っ
た
の
で
あ
る
。

院
の
西
に
建
物
の
工
事
が
あ
っ
た
の
で
、
尋
ね
て
ゑ
る
と
護

（
８
）

国
寺
を
復
興
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
「
護
国
寺
」
と
い
う

の
は
護
持
院
の
も
と
の
名
称
で
あ
る
。
護
持
院
は
、
も
と
、
神

川
橋
の
北
に
あ
っ
た
が
、
焼
失
し
、
幕
府
は
護
持
院
を
護
国
寺

と
合
併
し
て
、
も
と
も
と
の
地
を
接
収
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

以
来
護
国
寺
は
護
持
院
と
称
す
る
こ
と
を
得
、
護
持
院
の
寺
領

を
も
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
「
護
国
」
の
名
称
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（

９

）

は
こ
れ
以
来
滅
ん
で
し
ま
っ
た
。
さ
き
に
僧
正
慶
公
は
こ
う
し

た
状
況
を
残
念
に
思
い
、
「
境
内
は
広
い
か
ら
判
く
こ
と
が
で

き
る
。
寺
領
の
富
の
一
部
を
与
え
れ
ば
造
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
す
れ
ば
幕
府
の
土
地
と
金
と
を
ふ
た
た
び
費
や
さ
ず
し

て
、
先
朝
（
綱
吉
期
）
の
寄
進
の
跡
が
と
も
に
残
る
こ
と
が
可

能
だ
」
と
護
国
寺
と
護
持
院
と
を
分
け
る
こ
と
を
強
く
幕
府
に

要
請
し
、
幕
府
は
そ
れ
を
承
諾
し
た
。
慶
公
は
遷
化
し
た
が
、

公
が
そ
の
志
を
受
け
継
ぎ
、
工
事
を
続
け
、
五
年
に
し
て
竣
工

し
た
。
公
は
「
院
は
院
で
、
寺
は
寺
で
や
っ
て
い
く
、
そ
れ
が

い
い
の
だ
」
と
言
っ
て
工
事
饗
の
余
り
を
計
算
し
て
護
国
寺
に

（

皿

）

帰
属
さ
せ
た
。
私
は
か
く
て
公
の
「
廉
」
な
る
こ
と
を
知
っ
た

の
で
あ
る
。

私
が
西
の
郊
外
に
移
る
に
及
ん
で
、
公
が
病
と
称
し
院
を
辞

し
た
の
聞
き
、
驚
い
て
事
情
を
問
う
が
、
長
谷
寺
の
住
職
の
席

が
空
い
た
さ
い
、
公
を
飛
び
越
え
て
護
国
寺
の
住
職
が
そ
の
席

（

ｕ

）

に
陞
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
さ
ら
に
も
ろ
も
ろ
の
従
者
に
公

に
心
残
り
が
な
か
っ
た
の
か
、
と
問
う
と
「
否
」
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
公
は
幼
少
の
こ
ろ
長
谷
寺
に
学
ん
だ
の
で
、
習
っ

た
こ
と
を
長
谷
寺
に
伝
え
た
い
と
み
ず
か
ら
誓
っ
た
。
公
が
名

刹
の
住
職
を
歴
任
し
な
が
ら
引
退
し
な
か
っ
た
の
は
こ
う
し
た

理
由
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
公
は
今
す
で
に
引
退
し
て
し
ま
っ

た
。
な
お
遼
巡
し
て
敢
て
去
ら
ず
し
て
、
後
の
栄
光
を
求
め
る

の
は
公
の
志
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
公
は
知
命
の
歳
、
あ
っ
さ

り
と
重
い
荷
物
を
釈
て
る
が
如
く
で
あ
っ
た
と
い
う
。
私
は
か

く
て
公
の
「
勇
」
な
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
長
谷
寺
と
智
積
院
と
の
両
派
の
分
立
は
久
し
い
。

国
内
の
も
ろ
も
ろ
の
密
教
（
真
言
宗
）
の
寺
院
は
そ
れ
ぞ
れ
両

派
に
繋
が
っ
て
お
り
、
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
護
持
院
は
本

来
長
谷
寺
に
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
が
、
元
禄
中
に
僧
録
職
（
新

義
真
言
宗
僧
侶
の
昇
進
認
可
権
を
持
つ
職
）
の
置
か
れ
る
寺
院

に
陞
せ
ら
れ
、
正
徳
中
に
は
智
積
院
の
系
列
に
連
ね
ら
れ
た
。

僧
録
職
に
智
積
院
派
の
僧
侶
が
就
任
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

今
、
僧
録
職
が
停
止
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
長
谷
寺

に
繋
が
れ
て
い
な
い
の
は
お
か
し
い
こ
と
だ
」
と
請
願
し
、
官

は
こ
の
願
い
を
ふ
た
つ
と
も
承
諾
し
た
。
そ
も
そ
も
わ
が
身
が

容
れ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
わ
が
後
を
気
づ
か
う
暇
も
な
い
、
と
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い
う
の
は
お
よ
そ
人
の
自
然
の
あ
り
か
た
だ
。
公
は
ま
さ
に
去

ろ
う
と
い
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
こ
の
よ
う
に
院
の
こ
と

を
心
配
す
る
。
私
は
か
く
て
公
の
「
忠
」
な
る
こ
と
を
知
っ
た

の
で
あ
る
。

物
子
は
言
う
。

《
誰
な
る
も
の
、
必
ず
し
も
忠
と
は
か
ぎ
ら
ぬ
。
廉
な
る
も

の
、
必
ず
し
も
勇
と
は
か
ぎ
ら
ぬ
。
公
は
こ
の
四
つ
を
兼
ね
あ

わ
せ
て
い
る
。
よ
く
君
子
の
行
い
を
修
め
た
も
の
と
言
え
る
の

だ
。
要
約
し
て
言
え
ば
、
寺
を
官
に
な
ぞ
ら
え
、
学
統
に
家
系

に
な
ぞ
ら
え
た
の
だ
。
な
ん
と
釈
氏
（
仏
教
徒
）
に
と
っ
て
の

模
範
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
〔
仏
教
徒
に
と
っ
て
ば
か
り
で

は
な
く
、
ひ
ろ
く
〕
世
の
範
に
す
る
に
足
る
の
だ
。
今
、
国
家

の
治
世
の
化
育
の
効
は
、
な
ん
と
釈
氏
も
ま
た
君
子
の
行
い
を

修
め
る
ま
で
に
到
ら
し
め
た
の
だ
。
こ
れ
は
記
念
す
べ
き
こ
と

だ
。
私
は
す
で
に
公
と
交
わ
り
を
得
た
の
だ
が
、
院
の
住
職
の

座
を
去
る
に
及
ん
で
な
に
も
し
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
だ
。
た
だ
仏
教
を
い
ま
だ
学
ん
で
は
い
な
い
の
で
、
だ
か

ら
こ
れ
を
紀
し
て
贈
り
物
と
す
る
の
で
あ
る
。
》

〔

訳

注

〕

（
１
）
本
文
に
「
予
六
十
之
年
、
閲
僧
衆
芙
。
其
好
學
而
不
恥

下
問
、
能
忘
其
貴
者
、
唯
故
知
恩
了
與
公
耳
」
と
あ
り
、
沮

裸
六
一
歳
、
享
保
二
二
七
二
六
）
年
の
作
と
推
定
さ
れ

ブ
（
》
Ｏ

（
２
）
僧
正
澄
公
、
新
義
真
言
宗
豊
山
派
の
僧
。
長
谷
寺
慈
心

院
、
京
都
蓮
台
寺
住
職
を
経
て
、
享
保
四
年
隆
慶
の
後
を
継

ぎ
、
護
持
院
住
職
兼
護
国
寺
住
職
と
な
る
。
享
保
七
年
一
二

月
、
両
寺
の
分
離
に
と
も
な
い
、
護
国
寺
住
職
を
退
任
。
享

保
九
年
、
護
持
院
住
職
を
退
任
。
こ
の
年
、
五
○
歳
と
す
れ

ば
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
の
生
ま
れ
。
寛
延
元
二
七
四

八
）
年
没
。

（
３
）
沮
裸
は
享
保
五
年
五
月
牛
込
下
か
ら
赤
城
に
転
居
。
同

九
年
七
月
初
め
、
赤
城
か
ら
市
ヶ
谷
大
住
町
に
移
転
し
た
。

（
４
）
護
持
院
、
新
義
真
言
宗
の
寺
院
。
も
と
筑
波
山
別
当
知

足
院
の
江
戸
別
院
、
湯
島
に
あ
っ
て
、
代
々
将
軍
家
の
祈
祷

に
あ
た
っ
て
い
た
。
貞
享
三
二
六
八
六
）
年
、
長
谷
寺
に

学
ん
だ
隆
光
が
住
職
と
し
て
入
る
と
と
も
に
、
将
軍
綱
吉
の
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信
任
と
く
に
厚
く
、
寺
地
も
湯
島
か
ら
神
田
橋
北
に
移
転
、

元
禄
八
（
一
七
九
五
）
年
、
護
持
院
と
改
称
、
隆
光
は
、
新

義
真
言
宗
で
初
め
て
の
大
僧
正
に
昇
り
、
併
せ
て
新
義
真
言

宗
の
僧
録
職
（
僧
侶
昇
進
の
許
可
権
限
を
持
つ
職
）
と
な

る
。
す
な
わ
ち
一
派
の
本
山
で
あ
る
長
谷
寺
小
池
坊
（
豊
山

派
）
、
智
積
院
（
智
山
派
）
を
抜
く
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
隆
光
に
つ
い
で
長
谷
寺
で
学
ん
だ
護
国
寺
快
意
が
住
職

と
な
り
、
僧
録
職
に
も
補
任
さ
れ
た
が
、
宝
永
六
（
一
七
○

九
）
年
綱
吉
の
死
去
に
と
も
な
い
、
護
持
院
住
職
の
座
を
め

ぐ
る
豊
山
・
智
山
両
派
の
対
立
が
生
じ
、
快
意
が
引
退
、
智

積
院
覚
眼
が
入
り
、
併
せ
て
僧
録
職
に
補
任
さ
れ
た
。
ま

た
、
以
後
護
持
院
住
職
お
よ
び
僧
録
職
は
長
谷
寺
小
池
坊

（
豊
山
派
）
住
職
、
智
積
院
（
智
山
派
）
住
職
の
交
代
と
す

る
、
と
し
た
。

享
保
二
年
、
護
寺
院
、
炎
上
。
覚
眼
は
隠
居
。
神
田
の
寺

地
で
の
再
建
は
許
可
さ
れ
ず
、
江
戸
大
塚
に
あ
っ
た
護
国
寺

（
豊
山
派
）
の
本
坊
を
も
っ
て
護
持
院
、
観
音
堂
を
護
国
寺

と
し
、
長
谷
寺
で
学
ん
だ
護
国
寺
隆
慶
が
護
持
院
住
職
と
な

り
、
護
持
院
住
職
が
護
国
寺
住
職
を
兼
任
、
僧
録
は
停
止
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
隆
慶
以
後
の
護
持
院
住
職
は

長
谷
寺
小
池
坊
（
豊
山
派
）
、
智
積
院
（
智
山
派
）
よ
り
寺

格
の
低
い
末
寺
か
ら
交
互
を
選
任
す
る
こ
と
と
し
た
。
、

（
５
）
「
職
原
抄
」
に
「
僧
正
準
参
議
」
と
あ
る
。

（
６
）
こ
の
箇
所
、
語
注
に
も
示
し
た
よ
う
に
「
老
子
」
の

「
是
以
聖
人
之
治
、
虚
其
心
、
実
其
腹
、
弱
其
志
、
強
其
骨
」

（
第
三
章
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

（
７
）
知
恩
院
の
了
公
、
享
保
元
年
没
の
第
四
四
世
知
恩
院
住

職
通
誉
岩
了
の
こ
と
か
。

（
８
）
護
国
寺
、
新
義
真
言
宗
の
寺
院
。
開
基
は
綱
吉
の
生
母

桂
昌
院
。
開
山
は
長
谷
寺
に
学
ん
だ
亮
賢
。
三
代
目
住
職
快

意
が
宝
永
三
年
、
大
僧
正
と
な
り
、
護
持
院
に
つ
い
で
長
谷

寺
小
池
坊
、
智
積
院
を
抜
く
寺
院
と
な
っ
た
。
享
保
二
年
、

護
持
院
、
炎
上
、
移
転
に
と
も
な
い
、
そ
の
本
堂
が
護
持

院
、
観
音
堂
を
護
国
寺
と
さ
れ
、
住
職
は
護
持
院
住
職
の
兼

務とされた。享保七年、護持院から分離、独立し、代々
の住職は豊山派から任命された。
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贈
二
慧
寂
一
序

先
王
之
道
霞
、
而
民
失
二
其
生
一
者
久
美
。
今
之
繰
氏
、
型
皆

（

１

）

（

２

）

爲
二
其
道
一
乎
。
爲
二
其
生
一
也
、
葬
二
干
斯
《
祭
二
子
斯
一
又
從
而

（
３
）
（
４
）

所
二
藤
祷
祇
干
斯
垂
亦
民
之
籍
以
爲
レ
生
也
。
天
地
之
大
徳
日
し

（
５
）

生
、
故
澤
氏
之
終
不
レ
可
杉
脹
二
乎
世
一
也
。
夫
生
者
上
之
所
レ
制

（
９
）
僧
正
慶
公
、
長
谷
寺
小
池
坊
住
職
を
経
て
、
正
徳
五

（
一
七
一
五
）
年
護
国
寺
仙
職
、
享
保
二
年
護
持
院
住
職
と

な
り
、
護
国
寺
住
職
を
兼
任
と
な
る
。
三
年
護
国
寺
の
自
費

造
営
を
幕
府
に
願
い
出
て
、
四
年
二
月
許
可
。
三
月
引
退
。

八
月
没
。
工
事
は
継
続
さ
れ
、
七
年
一
一
月
完
成
。

（
皿
）
原
文
は
「
公
器
路
其
土
木
之
羨
以
歸
之
」
。
「
文
集
解
」

の
注
釈
を
誤
る
と
「
鵜
、
簿
書
也
。
羨
、
餘
也
。
言
公
悉
簿

耆
其
土
木
之
餘
歸
之
」
と
あ
る
。
「
簿
書
」
は
「
記
録
財
物

出
納
的
簿
川
」
（
漢
語
大
制
典
）
で
あ
る
か
ら
、
動
詞
で
あ

れ
ば
「
帳
簿
に
つ
け
る
」
と
訳
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
鋸

籍
其
土
木
之
羨
」
は
「
土
木
工
事
の
お
金
の
餘
り
を
こ
と
ご

と
く
帳
簿
に
つ
け
」
と
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
護
国
寺
と
護

（

６

）

（

７

）

也
。
上
不
し
制
し
生
、
而
民
各
趣
二
其
收
彦
利
、
晴
能
暹
焉
。
是

（

８

）

（

９

）

間
し
言
也
。
其
先
人
所
し
博
、
世
世
子
孫
守
し
之
以
爲
レ
生
。
晴
能

易
焉
。
故
今
之
爲
レ
治
者
、
廼
因
二
民
之
依
Ｐ
爲
レ
生
而
生
焉
・

錐
し
非
二
先
王
之
菖
一
亦
可
レ
謂
二
之
不
鯵
失
二
先
王
之
心
一
也
己
。

持
院
と
の
分
離
を
め
ぐ
っ
て
、
金
銭
面
も
ふ
く
め
て
両
者
の

間
に
対
立
が
生
じ
、
そ
の
な
か
で
慶
公
は
み
ず
か
ら
の
拠
っ

て
立
つ
護
持
院
の
利
権
を
放
棄
し
、
工
事
費
の
余
り
を
護
国

寺
に
帰
属
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
祖
採
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
を

腕
曲
に
表
現
し
、
「
文
集
解
」
の
作
者
も
ま
た
、
両
者
間
の

ご
た
ご
た
を
踏
ま
え
て
、
こ
う
し
た
注
釈
を
つ
け
た
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
両
者
の
ご
た
ご
た
は
明
治
の
廃
仏
殼
釈
の
混

乱
に
と
も
な
う
護
持
院
の
廃
止
、
す
な
わ
ち
護
国
寺
の
勝
利

に
至
る
ま
で
続
い
た
。

（
、
）
享
保
九
年
澄
公
の
後
を
継
い
で
護
国
寺
住
職
と
な
っ
た

尚
彦
が
長
谷
寺
小
池
坊
の
住
職
と
な
っ
た
こ
と
を
指
す
。

（

岡

本

）
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（

皿

）

韓
愈
而
下
、
世
薦
紳
先
生
、
率
多
悪
二
澤
氏
一
美
。
廼
志
二
先
王

之
道
↓
而
悪
二
彼
類
戸
己
者
也
。
夫
世
薦
紳
先
生
、
語
し
性
語
し

心
、
皆
資
二
之
樺
氏
之
道
弐
而
反
悪
二
其
類
咳
己
、
不
二
亦
謬
一
乎
。

夫
語
し
性
語
し
心
、
吾
所
し
傳
先
王
之
道
所
レ
無
也
。
且
先
王
之

（

ｕ

）

道
、
治
二
天
下
一
之
道
也
。
澤
氏
則
無
し
之
。
豈
爲
レ
類
し
己
乎
。

（

吃

）

所
し
類
者
、
不
し
耕
而
食
、
不
し
篤
而
衣
、
是
己
。
夫
不
レ
耕
而

（

昭

）

食
、
不
し
罵
而
衣
、
巫
脱
有
し
之
、
先
王
之
所
レ
不
し
慶
也
。
先
王

之
所
レ
不
し
霞
、
而
己
則
悪
し
之
。
故
世
薦
紳
先
生
之
悪
二
澤
氏
一

（

皿

）

者
、
亦
百
工
爲
レ
生
争
二
其
精
一
者
類
己
。
豈
不
レ
鄙
乎
。
且
世
之

（

巧

）

（

略

）

（

Ⅳ

）

（

肥

）

爲
レ
政
者
、
不
し
知
二
濱
聿
毘
群
氏
廼
由
二
其
貝
多
之
文
一
而
労
及
レ

（

岨

）

（

卯

）

之
者
、
往
往
有
し
之
。
世
微
二
澤
氏
《
吾
東
方
之
人
、
終
且
蓼
蓼

（

皿

）

マ

マ

邪
。
則
世
薦
紳
先
生
、
亦
莫
有
し
所
し
疑
二
其
業
一
也
。
故
予
不
一
仮

則
爲
二
其
類
諺
己
而
亦
頗
愛
し
焉
乎
爾
。
是
以
稗
氏
之
徒
、
勝
一
予

（

鰯

）

門
》
者
衆
突
。
越
慧
巌
、
肥
玄
海
、
其
尤
也
。
有
二
慧
寂
者
《
亦

（

羽

）

（

型

）

（

妬

）

好
二
讃
室
員
修
二
文
章
之
業
毛
其
志
蓋
哩
哩
如
也
。
其
人
承
二
親

鴬
《
澤
氏
之
別
部
也
。
郷
所
謂
其
先
人
所
し
傳
、
世
世
子
孫
守
レ

（

妬

）

（

〃

）

之
、
以
爲
レ
生
者
也
。
有
二
家
人
之
樂
、
蝶
鮮
之
娯
誼
是
其
類
し

（

湖

）

マ

マ

己
者
亦
爲
レ
不
し
紗
突
。
是
歳
春
、
將
レ
勝
二
京
師
《
乞
二
予
文
や

〔

語

注

〕

（
１
）
禮
記
・
中
庸
八
道
不
遠
人
、
人
之
爲
道
而
遠
人
、
不
可
以

爲
道
Ｖ
。
（
２
）
禮
記
・
檀
弓
下
八
歌
於
斯
、
奥
於
斯
Ｖ
。
（
３
）

漢
書
・
孔
光
傳
八
俗
之
所
確
小
数
、
柊
無
益
於
應
天
塞
異
Ｖ
ｏ

（
４
）
戦
國
・
齊
策
八
中
人
祷
祇
、
君
鰯
醸
Ｖ
、
韓
非
子
・
内
儲

説
下
八
其
説
在
衞
人
之
妻
夫
祷
澗
也
Ｖ
ｏ
（
５
）
易
・
繋
辞
下

八
天
地
之
大
徳
日
生
Ｖ
。
（
６
）
史
記
・
孫
子
傳
八
兵
法
、
百
里

而
趣
利
者
脳
上
將
Ｖ
、
列
子
・
力
命
八
農
赴
時
、
商
趣
利
Ｖ
。

（
７
）
書
・
堯
典
八
時
客
若
時
、
登
庸
Ｖ
。
（
８
）
書
・
多
士
八
惟

設
先
人
、
有
冊
有
典
Ｖ
ｏ
（
９
）
史
記
・
陳
杷
世
家
八
舜
重
之
以

明
徳
至
於
逐
、
世
世
守
之
Ｖ
、
左
傅
・
倦
公
二
六
八
世
世
子

孫
、
無
相
害
也
Ｖ
。
（
皿
）
史
記
・
五
帝
紀
賛
八
薦
紳
先
生
難
言

之
Ｖ
。
（
ｕ
）
孟
子
・
公
孫
丑
上
八
治
天
下
、
可
運
之
掌
上
Ｖ
。

（
吃
）
荘
子
・
盗
妬
八
不
耕
而
食
、
不
織
而
衣
Ｖ
。
（
昭
）
禮
記
~
・

檀
弓
下
八
君
臨
臣
喪
、
以
巫
帆
桃
荊
執
戈
悪
之
也
Ｖ
。
（
皿
）
論

語
・
子
張
八
百
工
居
騨
、
以
成
其
事
Ｖ
。
（
巧
）
論
語
・
爲
政

（

調

）

故
害
し
此
以
界
し
之
。
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八
爲
政
以
徳
、
譽
如
北
辰
居
其
所
、
而
衆
星
共
之
Ｖ
、
臘
記
・

中
庸
八
爲
政
在
人
Ｖ
・
（
猫
）
禮
記
・
文
王
世
子
八
冬
漬
書
、
典

害
者
詔
之
Ｖ
・
（
Ⅳ
）
奮
唐
書
・
堕
娑
登
國
仰
八
亦
有
文
字
、
書

之
於
貝
多
葉
Ｖ
。
（
肥
）
宋
史
・
禮
志
八
上
享
宗
廟
、
労
及
五

祀
Ｖ
。
（
岨
）
史
記
・
五
帝
紀
八
至
長
老
皆
各
往
往
禰
黄
帝
堯
舜

之
虚
、
風
教
固
殊
焉
Ｖ
。
（
別
）
（
砠
詠
）
蘇
氏
別
業
詩
八
蓼
蓼
人

境
外
Ｖ
、
（
左
思
）
詠
史
詩
八
蓼
蓼
室
宇
内
Ｖ
。
（
劃
）
左
傳
・
文

公
四
八
臣
以
爲
黙
業
及
之
也
Ｖ
・
（
犯
）
莊
子
・
徐
元
鬼
八
夫
子

物
之
尤
也
Ｖ
。
（
詔
）
漢
書
・
張
良
傳
八
少
時
家
貧
、
好
請

書
Ｖ
。
（
型
）
史
記
・
儒
林
傳
八
文
章
爾
雅
、
訓
辞
深
厚
Ｖ
・

（
弱
）
孟
子
・
壼
心
下
八
其
志
膠
哩
然
Ｖ
。
（
加
）
詩
・
周
南
・
桃

天
八
之
子
干
歸
、
宜
其
家
人
Ｖ
。
（
”
）
漢
書
・
陸
寅
傳
八
数
繋

鮮
Ｖ
、
晉
書
・
孝
友
傳
叙
八
柔
色
承
顔
、
怡
怡
器
樂
、
撃
鮮
就

養
、
管
忘
勒
Ｖ
。
（
犯
）
詩
・
大
雅
・
公
劉
八
京
師
之
野
Ｖ
。

（
羽
）
害
・
洪
範
八
不
界
洪
範
九
鴫
Ｖ
、
詩
・
椰
風
、
干
施
八
彼

妹
者
子
、
向
以
界
之
Ｖ
。

（

１

）

慧
寂
を
贈
る
の
序

先
王
の
道
が
廃
れ
、
民
人
が
生
活
の
仕
方
を
見
失
っ
て
か

ら
、
長
く
時
を
経
た
。
今
日
の
仏
者
が
先
王
の
道
を
行
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
民
人
の
生
活
を

保
つ
た
め
に
、
葬
式
や
祭
事
を
行
な
い
、
祈
祷
す
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
民
人
も
そ
れ
を
借
り
て
生
活
を
営
む
に
す
ぎ
な
い
。

〔
易
・
繋
辞
下
に
あ
る
ご
と
く
〕
天
地
の
偉
大
な
る
徳
が
「
生

（
生
々
止
ま
ざ
る
働
ぎ
）
」
で
あ
る
以
上
、
こ
の
世
界
か
ら
仏
者

を
廃
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

民
人
の
生
活
と
い
う
も
の
は
、
上
に
立
つ
者
が
制
御
す
る
も

の
で
あ
る
。
上
に
立
つ
者
が
民
人
の
生
活
を
制
御
で
き
な
い
か

ら
、
民
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
利
益
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
誰
も

そ
れ
を
止
め
さ
せ
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
今
も
な
お
言
え
る

こ
と
で
あ
る
。
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
代
々
そ
の
子
孫

が
守
り
な
が
ら
生
活
を
営
む
と
い
う
こ
と
は
、
誰
に
も
変
え
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
現
在
政
治
を
行
な
う
者
は
、
民

人
の
生
活
の
営
承
に
従
っ
て
そ
の
ま
ま
に
認
め
て
い
る
。
こ
れ

は
、
先
王
の
旧
法
に
因
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
先
王
の
心
を
失
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わ
な
い
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。

韓
愈
以
降
、
世
の
識
者
た
ち
は
多
く
仏
者
を
嫌
悪
し
て
い

る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
先
王
の
道
を
忘
れ
て
、
仏
者
が
自
分
と

同
類
で
あ
る
こ
と
を
嫌
悪
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
識
者
た
ち
は

「
性
」
に
つ
い
て
語
り
「
心
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
す
べ
て
仏
者
の
道
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の

（

２

）

た
め
、
か
え
っ
て
同
類
で
あ
る
こ
と
を
嫌
悪
し
て
い
る
の
だ
。

な
ん
と
い
う
過
ち
で
あ
ろ
う
か
。
「
性
」
や
「
心
」
を
説
く
こ

と
は
先
王
の
道
に
は
な
い
。
そ
の
う
え
先
王
の
道
は
天
下
を
治

め
る
た
め
の
道
で
あ
り
、
仏
者
に
は
そ
れ
が
無
い
の
だ
か
ら
、

ど
う
し
て
同
類
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
仏
者
の
同
類
は
、
〔
荘

子
・
盗
鮖
篇
に
桑
え
る
〕
〔
耕
さ
ず
し
て
食
し
、
童
せ
ず
し
て

衣
す
〕
と
い
う
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
類
は
巫
祝
の
徒
が

そ
う
で
あ
る
が
、
先
王
は
け
っ
し
て
こ
れ
ら
の
者
た
ち
を
廃
さ

な
か
っ
た
。
先
王
が
廃
さ
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
嫌
悪
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
世
の
識
者
た
ち
が
仏
者
を
嫌

悪
す
る
の
は
、
数
多
の
職
人
ど
う
し
が
生
活
を
営
む
た
め
に
収

入
を
競
う
よ
う
な
類
い
で
あ
る
。
な
ん
と
も
卑
し
い
こ
と
で
は

な
い
か
。

さ
ら
に
世
の
為
政
者
は
書
を
読
む
こ
と
を
知
ら
な
い
。
仏
者

は
「
貝
多
」
に
書
か
れ
た
文
章
（
梵
文
）
を
用
い
て
い
る
が
、

と
き
ど
き
は
よ
く
書
を
読
む
者
も
現
わ
れ
る
。
世
の
中
に
仏
者

が
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
我
が
東
方
〔
日
本
〕
の
人
々
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
な
ん
と
も
空
し
い
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
な
れ
ば
、
世
の
中
の
識
者
た
ち
が
手
本
と
す
る
も
の
も
な

く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
。
私
は
彼
ら
を
同
類
と
思
い
、

彼
ら
に
と
て
も
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
仏
者
の

仲
間
で
私
の
門
下
に
来
る
者
も
多
く
、
越
後
の
慧
巌
や
肥
後
の

（
３
）

玄
海
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
慧
寂
と
い
う

者
が
い
る
。
読
書
を
好
み
文
章
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
志
は
と

て
つ
も
な
く
大
き
い
。
彼
は
、
親
鴬
〔
の
教
え
〕
を
継
承
し
て

い
て
、
仏
者
の
別
系
統
に
属
す
る
。
さ
き
に
述
べ
た
祖
先
か
ら

伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
子
孫
が
代
々
守
っ
て
生
活
を
営
む
者
で
あ

り
、
家
族
を
持
つ
こ
と
や
肉
食
の
楽
し
ゑ
を
得
て
い
る
者
で
あ

る
。
わ
が
先
王
の
道
に
類
す
る
こ
と
も
、
ま
た
少
な
く
な
い
の

で
あ
る
。
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こ
の
年
の
春
に
、
京
師
〔
京
都
〕
に
上
ろ
う
と
し
、
私
に
文

章
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
以
上
の
こ
と
を
を
記
し
て
与
え
る
こ

と
に
す
る
。

〔

訳

注

〕

（
１
）
本
作
品
の
成
立
年
代
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
木

作
品
が
『
祖
採
集
』
巻
十
一
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
巻

が
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
か
ら
十
二
（
一
七
二
七
）
年
と

い
う
祖
裸
の
最
晩
年
に
あ
た
る
時
期
の
作
品
が
集
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

な
お
、
慧
寂
は
、
本
文
中
に
も
見
え
る
よ
う
に
浄
土
真
宗

の
僧
侶
で
、
字
を
大
然
、
号
を
曇
華
と
い
い
、
聞
成
寺
に
住

し
て
い
た
。
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
に
没
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
祖
棟
門
下
で
は
、
春
台
と
親
交
が
あ
っ
た
ら
し

く
、
『
春
台
先
生
紫
芝
園
稿
』
に
「
送
天
門
慧
寂
二
師
之
西

京
三
首
」
（
後
稿
・
巻
三
）
、
「
与
慧
寂
師
書
」
（
後
稿
・
巻
十

四
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
送
詩
は
、
時
期
が
春
で

る
0

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
作
品
と
同
じ
く
、
慧
寂
が
京
都
遊
学

に
で
か
け
た
際
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
天
門
と
い
う

僧
侶
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
成
立
年
代
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
尺
臘
は
、
文

中
に
十
年
ほ
ど
交
遊
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
謄
見
爽
鳩
の
墓

を
訪
れ
た
際
に
思
い
が
け
ず
慧
寂
と
面
会
で
き
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
鷹
見
爽
鳩
は
享
保
二
十
二
七
三
五
）
年

に
没
し
て
い
る
が
、
春
台
が
い
つ
頃
麿
見
爽
鳩
の
墓
を
訪
れ

た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
慧
寂
の
京
都
遊
学
に
よ
っ
て

両
者
の
交
遊
が
絶
え
た
と
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
本
作
品
の
成

立
を
享
保
十
二
七
二
五
）
年
以
降
、
十
二
（
一
七
二
七
）

年
ま
で
と
仮
定
す
れ
ば
、
爽
鳩
没
後
一
、
二
年
の
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。

（
２
）
原
文
は
「
而
悪
彼
之
類
巳
者
也
」
と
あ
る
。
そ
し
て
本

作
品
に
は
「
類
巳
」
と
い
う
表
現
が
六
カ
所
見
え
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
す
べ
て
「
類
己
」
の
誤
り
と
し
て
解
釈
す
る
。

（
３
）
慧
巌
は
、
本
郷
・
蓮
光
寺
の
住
職
、
堅
卓
の
こ
と
で
あ

る
。
堅
卓
の
詩
文
集
『
消
間
集
』
に
対
す
る
祖
裸
の
序
文



28

「
消
間
集
序
」
（
「
訳
注
稿
三
）
」
に
収
録
）
の
な
か
で
、
祖

裸
は
堅
卓
の
才
能
を
評
価
し
て
い
る
。
玄
海
に
つ
い
て
は

「
送
釈
玄
海
帰
岐
陽
序
」
（
「
訳
注
稿
（
五
）
」
に
収
録
）
を
参

照
の
こ
と
。

（

沢

井

）


